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シルバーハウジングに関する研究　第4報　　特別設備の使用実態と問題点
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　目的　シルバーハウジングでは,･高齢者への特別設備として，段差の解消，浴槽の落し

込み，手すりの設置などの配慮がされている．しかし，それらの具体的な設備内容・構造

は設置主体によりまちまちであり.居住者の使用実態及び使い勝手については必ずしも明

かにされていない..これらの設備が居住者にどのように使われているのか，また使用上の

問題点は何かを明かにすることを目的とした．

　方法ｌ調査方法は第１報と同様であるが，設備評価のために入居者に実際に動作を行っ

てもらい，使用状況を観察するとともに，写真撮影,｀寸法計測による検討も行った．

　結果’手すりの使用状況は，実際に使用している人はまだ２割以下で少なかった．しか

し，浴室では５割近く使用されている例もあったが，浴室プランによっては手すりの設置

位置に検討の余地が残されていた．浴槽は落とし込みにしてあるが，その深さに不便さを

訴える例もあった．トイレについては，前住居より使い勝手がよくなったという人が大半

であった．とくに洗面所とトイレが一体となったプランは，その利用者からの評価は高か

った．台所については，流し台の高さ，蛇口の形体，吊り戸棚．出窓などの不便さが訴え

られた．また，給湯設備の操作方法のわかりにくさや文字の見にくさが指摘された．車椅

子対応につくられた引戸に関しては，玄関戸の重さ，閉まるスピード，戸の下のすきま，

トイレの戸の重さに問題点が挙げられた．
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目的：高齢期を充実して生活するには健康であり、経済的基盤の安定していることだけで

なく精神的、社会的にも充実していることが求められる。
　高齢者がシルバーハウジングという新しいタイプの住宅に移住した後、以前からあった
人間関係の維持と、新しい人間関係作りによって、安心して楽しい人間関係の中で共同生
活が過ごせるか否かは今後のシルバーハウジングの計画運営上の重要な課題である。その
ためには入居者の人間関係の実態把握が不可欠である。入居者の人間関係の実態を検討

し、今後の空間計画とその管理運営やコミュニティ作りに反映させるための基礎資料を得
ることを目的とした。
研究方法：調査期間。対象は第１報と同じである。居住者に対し交流について数度にわた

り訪問面接聞き取り調査を行った。
結果：対象者の交流関係を、親族、シルバーハウジング内の居住者、前住地での友人、趣
味・社会活動、職場、学生時代の友人に分類し、その交流頻度を調べると共に、各々の人

との心理的距離を把握した。その結果を同心円上に配置し分析を行った。
　その結果、交流量の点からは、いずれの人とも交流の多い［タイプI ］、親族中心の
　〔タイプII〕、友人中心の〔タイプｍ〕、シルバーハウジング内中心の〔タイプⅣ〕、交

流のほとんど無い［タイプV]の５つのタイプに分類することができた。
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